
取扱説明書

このたびは日立チップソーカッタをお買い上
げいただき，ありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みにな
り，正しく安全にお使いください。
お読みになった後は，いつでも見られる所に
大切に保管してご利用ください。
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－１－

ページ

， ， の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」と「 注意」に区分していますが，それぞれ次の
意味を表します。また，「注」の意味も説明します。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容のご注意。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお，「 注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能性
があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので，必ず守ってく
ださい。

： 製品の据付け，操作，メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意 警告 

警 告

注 意  

注



作業場は, いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は，事故の原因になります。

作業場の周囲状況も考慮してください。
電動工具は，雨中で使用したり，湿った，または，ぬれた場所で使用しない
でください。
作業場は十分に明るくしてください。
可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

感電に注意してください。
電動工具を使用中，身体を，アース（接地）されているものに接触させないよ
うにしてください。
（例えば，パイプ，暖房器具，電子レンジ，冷蔵庫などの外枠）

子供を近づけないでください。
作業者以外，電動工具やコードに触れさせないでください。
作業者以外，作業場へ近づけないでください。

使用しない場合は，きちんと保管してください。
乾燥した場所で，子供の手の届かない高い所または錠のかかる所に保管して
ください。

無理して使用しないでください。
安全に能率よく作業するために，電動工具の能力に合った速さで作業してく
ださい。

作業に合った電動工具を使用してください。
小形の電動工具やアタッチメントは，大形の電動工具で行なう作業には使用
しないでください。
指定された用途以外に使用しないでください。

きちんとした服装で作業してください。
だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は，回転部に巻き込まれる恐れが
あるので，着用しないでください。
屋外での作業の場合には，ゴム手袋と滑り止めの付いた履物の使用をお勧め
します。
長い髪は，帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

警 告
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電動工具の安全上のご注意
火災，感電，けがなどの事故を未然に防ぐために，次に述べる「安全上のご注意」
を必ず守ってください。
ご使用前に，この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上，指示に従って正し
く使用してください。
お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ
さい。



保護メガネを使用してください。
作業時は，保護メガネを使用してください。また，粉じんの多い作業では，
防じんマスクを併用してください。
防音保護具を着用してください。

騒音の大きい作業では，耳栓，イヤマフなどの防音保護具を着用してください。

コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って電動工具を運んだり，コードを引っ張ってコンセントから抜
かないでください。
コードを熱，油，角のとがった所に近づけないでください。
加工する物をしっかりと固定してください。

加工する物を固定するために，クランプや万力などを利用してください。
手で保持するより安全で，両手で電動工具を使用できます。
無理な姿勢で作業をしないでください。

常に足元をしっかりさせ，バランスを保つようにしてください。
電動工具は，注意深く手入れをしてください。

安全に能率よく作業していただくために，刃物類は常に手入れをし，よく切
れる状態を保ってください。
注油や付属品の交換は，取扱説明書に従ってください。
コードは定期的に点検し，損傷している場合は，お買い求めの販売店，また
は日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
継ぎ（延長）コードを使用する場合は，定期的に点検し，損傷している場合に
は交換してください。
握り部は，常に乾かしてきれいな状態を保ち，油やグリースが付かないよう
にしてください。
次の場合は，電動工具のスイッチを切り，さし込みプラグを電源から
抜いてください。
使用しない，または，修理する場合。
刃物，トイシ，ビットなどの付属品を交換する場合。
その他，危険が予想される場合。
調節キーやスパナなどは，必ず取りはずしてください。

電源を入れる前に，調節に用いたキーやスパナなどの工具類が取りはずして
あることを確認してください。
不意な始動は避けてください。

電源につないだ状態で，スイッチに指を掛けて運ばないでください。
さし込みプラグを電源に差し込む前に，スイッチが切れていることを確かめ
てください。
屋外使用に合った継ぎ（延長）コードを使用してください。

屋外で使用する場合，キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの継
ぎ（延長）コードを使用してください。

－３－
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油断しないで十分注意して作業を行なってください。
電動工具を使用する場合は，取扱方法，作業のしかた，周りの状況など十分
注意して慎重に作業してください。
常識を働かせてください。
疲れているときは，使用しないでください。

損傷した部品がないか点検してください。
使用前に，保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し，正常に作
動するか，また，所定機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締め付け状態，部品の破損，取り付け状態，その
他，運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
損傷した保護カバー，その他の部品交換や修理は，取扱説明書の指示に従っ
てください。取扱説明書に指示されていない場合は，お買い求めの販売店，
または日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
スイッチが故障した場合は，お買い求めの販売店，または日立工機電動工具
センターに修理を依頼してください。
スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は，使用しないでくださ
い。

指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
この取扱説明書および弊社カタログに記載されている指定の付属品やアタッ
チメント以外のものを使用すると，事故やけがの原因になる恐れがあるので，
使用しないでください。

電動工具の修理は，専門店に依頼してください。
この製品は，該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
修理は，必ずお買い求めの販売店，または日立工機電動工具センターにお申
し付けください。
修理の知識や技術のない方が修理すると，十分な性能を発揮しないだけでな
く，事故やけがの原因になります。

警 告
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二重絶縁について
電気が流れる導体部と人の触れる外枠部の間が，二つの絶縁物で二重に絶縁され
ている電動工具であり，この製品には“ ”マークを表示しています。
二重絶縁工具は，感電に対し安全性が高められています。
異なった部品と交換したり，間違って組立てたりすると，二重絶縁構造ではなく
なり，安全でなくなる場合があります。
電気系統の分解・組立や部品の交換・修理は，お買い求めの販売店，または日立
工機電動工具センターにご用命ください。



使用電源は，銘板に表示してある電圧で使用してください。
表示を超える電圧で使用すると，回転が異常に高速となり，けがの原因に
なります。

保護カバーは，絶対に固定しないでください。また，円滑に動くこと
を確認してください。
チップソーが露出したままですと，けがの原因になります。

チップソーは，銘板に表示してある範囲内のチップソーを使用してく
ださい。また，歯底径が１６５㎜以下のチップソーは使用しないでくだ
さい。
けがの原因になります。

切断する材料は，安定性のよい台に置いてください。
台が不安定ですと，けがの原因になります。

切り落とし寸前や切断中に，材料の重みでチップソーがはさみつけら
れないように，切断する部分に近い位置を支える台を設けてください。
チップソーがはさみつけられると，けがの原因になります。

材料の切り落とし側が大きいときは，切り落とし側にも安定性のよい
台を設けてください。また，切り落とした材料がチップソーと接触し，
飛散するのを防止するために，台の高さは，チップソーの出しろの３
倍以上にしてください。
このような台がないと，けがの原因になります。

使用中は，本体を確実に保持してください。
確実に保持していないと，本体が振れ，けがの原因になります。

使用中は，チップソーや回転部，切粉の排出部に手や顔などを近づけ
ないでください。
けがの原因になります。

切断途中で，チップソーを回転させたまま本体を戻さないでください。
その場合，スイッチを切り，回転が完全に止まってから本体を持ち上
げるようにしてください。
強い反発力を受け，けがの原因になります。

使用中，機体の調子が悪かったり，異常音がしたときは，直ちにスイ
ッチを切って使用を中止し，お買い求めの販売店，または日立工機電
動工具センターに点検・修理を依頼してください。
そのまま使用していると，けがの原因になります。

－５－

警 告

チップソーカッタの使用上のご注意
先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが，チップソーカッタとして，
さらに次に述べる注意事項を守ってください。
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誤って落としたり，ぶつけたときは，チップソーや機体などに破損や
亀裂，変形がないことをよく点検してください。
破損や亀裂，変形があると，けがの原因になります。

切断材料は確実に固定してください。
固定が不十分ですと切断材料が飛んだり，チップソーが破損する原因にな
ります。

金属を切断する時は，引火しやすいもの傷つきやすいものは，遠ざけ
てください。
切りくずは高温になり，また切断火花も発生します。
切りくずなどを直接手足などに当てると，けがの原因になります。

鋼材の連続切断はしないでください。
鋼材を連続して切断すると，切断火花，切りくずによりダストカバー（Ｂ）
が高温となり，ダストカバー（Ｃ）が変形したり，溶ける原因になります。

切削油などを付けて切断しないでください。
切削油，研削液およびワックスなどの種類によっては，切断時の火花で発
火する場合があります。

警 告

－６－

刃物類（チップソー）や付属品は，取扱説明書に従って確実に取り付
けてください。
確実でないと，はずれたりし，けがの原因になります。

チップソーにヒビ，割れなどの異常がないことを確認してから使用し
てください。
チップソーが破損し，けがの原因になります。

使用中は，軍手など巻き込まれる恐れがある手袋を着用しないでくだ
さい。
回転部に巻き込まれ，けがの原因になります。

作業前に，人のいない方向にチップソーを向けて空転させ，機体の振
動やチップソーの面振れなどの異常がないことを確認してください。
異常があると，けがの原因になります。

ブレーキが働くときの反発力に注意してください。
機体を落としたりし，けがの原因になります。

切断する材料の下に障害物がないことを確認してください。
強い反発力が生じ，けがの原因になります。

注 意
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材料に釘などの異物がないことを確認してください。
刃こぼれだけでなく，反発により思わぬけがの原因になります。

切断しようとする材料の前方に手を置いたり，コードを材料の上に乗
せたまま作業しないでください。
手を切ったり，コードを切断し，感電の恐れがあります。

回転するチップソーで，コードを切断しないよう注意してください。
感電の恐れがあります。

本体を万力などで保持した使い方はしないでください。
不意の接触などで，けがの原因になります。

高所作業のときは，下に人がいないことをよく確かめてください。ま
た，コードを引っかけたりしないでください。
材料や機体などを落としたときなど，事故の原因になります。

回転させたまま，台や床などに放置しないでください。
けがの原因になります。

切りくずは満杯になる前に早めに捨ててください。
ダストカバー内に切りくずが満杯のままで使用すると，集じん力の低下，
ダストカバー（Ｂ）が高温となり，ダストカバー（Ｃ）の変形，溶けの原因に
なります。

注 意
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－８－

図１－１

各部の名称

仕 様

スイッチ引金

ダスト
カバー（Ｃ）

集じん量
確認窓

チョウボルト

保護カバー

チップソー ガイド

ベース

ロックレバー

サイドハンドル

ハウジング

ハンドル ダストカバー（Ｂ）

ダストカバー（Ａ）

ギヤカバー

チョウボルト

ブラシキャップ

さし込みプラグ

コード

銘板
レバー

図１－２

使　用　電　源 単相交流５０／６０Ｈｚ　共用　電圧１００Ｖ
６２．５㎜

外径１８５㎜×穴径２０㎜
（穴径１９㎜のチップソーも使用可能）

最大切込み深さ

無負荷回転数
全 負 荷 電 流

モ　ー　タ　ー
質　　　　　量
コ　　ー　　ド

チップソー寸法

４３００ｍｉｎ－1｛４３００回／分｝
１２Ａ

消 費 電 力 １１４０Ｗ
単相直巻整流子モーター
４．４ｋｇ（コードを除く）
２心キャブタイヤケーブル５ｍ



－９－

標準付属品

ＣＤ７

チップソー付

ＣＤ７（ＳＣ）

低音
チップソー付

ＣＤ７（Ｎ）

チップソー別売

① ②

③

④

① ②

③

④

①

②

③

図２－１

図２－２

図２－３

①軟鋼材用チップソー（本体装着）･･１枚

②ボックススパナ ･･････････････１個
③サイドハンドル ･･････････････１個
④ガ　イ　ド ･･････････････････１個
⑤保護メガネ ･･････････････････１個

外 径 穴径 チップ幅 のこ身厚さ 歯数

１８５㎜２０㎜ ２㎜ １．６㎜ ３８枚

①低音チップソー（軟鋼材用）（本体装着）

②ボックススパナ ･･････････････１個
③サイドハンドル ･･････････････１個
④ガ　イ　ド ･･････････････････１個
⑤保護メガネ ･･････････････････１個

①ボックススパナ ･･････････････１個
②サイドハンドル ･･････････････１個
③ガ　イ　ド ･･････････････････１個
④ 保護メガネ･･････････････････１個

外 径 穴径 チップ幅 のこ身厚さ 歯数

１８５㎜２０㎜ ２㎜ １．６㎜ ３８枚

チップソー別売の製品には①軟鋼材用チップソー，低音チップソー（軟鋼材用）
は付いておりません。別途お買い求めください。

⑤

⑤

④



－１０－

･･････････
別売部品は生産を打ち
切る場合があります。別売部品

チップソーの用途については，１５ページの「各種切断材に対するチップソー
の選び方」の項もご参照ください。

別売部品をご使用の際にも、保護メガネを着用してください。

警 告

図３－１

図３－２

図３－３

１．薄肉軟鋼材用チップソー

用途　薄肉軟鋼材の切断
寸法

外 径 穴径 チップ幅 のこ身厚さ 歯数

１８５㎜２０㎜ ２㎜ １．６㎜ ４８枚

２．薄肉軟鋼材用低音チップソー

用途　薄肉軟鋼材の切断
寸法

外 径 穴径 チップ幅 のこ身厚さ 歯数

１８５㎜２０㎜ ２㎜ １．６㎜ ４８枚

３．アルミサッシ用チップソー

用途　アルミサッシの切断
寸法

外 径 穴径 チップ幅 のこ身厚さ 歯数

１８５㎜２０㎜ ２㎜ １．５㎜ ６０枚

図３－４

４．サーメットチップソー

用途・ステンレスの切断
・薄肉軟鋼材の切断

寸法

外 径 穴径 チップ幅 のこ身厚さ 歯数

１８０㎜２０㎜ ２㎜ １．６㎜ ４８枚



作業前の準備

－１１－

○１５ページの「各種切断材に対するチップソーの選び方」をご参照ください。

用 途

刃　　　　　物

軟鋼材用チップソー

軟鋼材用低音チップソー

薄肉軟鋼材用チップソー

薄肉軟鋼材用低音チップソー

アルミサッシ用チップソー

サーメットチップソー

用　　　　　　　途

標
準
付
属
品

別

売

部

品

○各種軟鋼材の切断
平鋼，パイプ，リップ溝形鋼（Ｃチャン）
等辺山形鋼（Ｌ形アングル）など

※焼入れ材など硬質材は切断できません。

○アルミサッシの切断
※アルミサッシ専用です。

○各種軟鋼材の切断
平鋼，パイプ，リップ溝形鋼（Ｃチャン）
等辺山形鋼（Ｌ形アングル）など

※焼入れ材など硬質材は切断できません。
○ステンレスの切断

作業前に次の準備をすませてください。

１．漏電しゃ断器の確認………
この製品は二重絶縁構造ですので，法律により漏電しゃ断器の設置は免除さ

れていますが，万一の感電防止のため，漏電しゃ断器が設置されている電源に
接続することをおすすめします。



－１２－

継ぎ（延長）コードは，損傷のないものを使用してください。

警 告

電源の位置がはなれていて継ぎコードが必要なときは，製品を最高の能率で
故障なくご使用いただくため，電流を流すのに十分な太さのものをできるだけ
短くしてご使用ください。

２．継ぎ（延長）コード………

左の表は，使用できるコードの太さ（導体
公称断面積）とその最大長さを示します。

導体公称断面積 最大長さ
１．２５㎜２ １０ｍ
２ ㎜２ １５ｍ
３．５ ㎜２ ３０ｍ

３．作業台（木製）を用意する………

チップソーは材料の下面より出ますの
で，材料は作業台の上にのせて切断して
ください。
また，チップソーおよび保護カバーが

地面に接触しないように十分な高さ（チッ
プソー出しろの３倍以上）にしてください。
切断する材料の切り残し側は，しっか

り押えておくようにしてください。
この場合，材料をバイスで固定するな

どしてしっかり押さえれば安全であり，
両手で作業することができます。（図４－１）
材料の切り落とし側が大きいときは，

切断中に材料の重みでチップソーがはさ
みつけられないように切り落とし側にも
安定性のよい台，または角材を設けてく
ださい。
作業台に角材などを利用する場合は，

地面の平らなところを選び，角材を固定
してください。
作業台がぐらぐらしていると危険です。図４－３

図４－２

図４－１

材料

出しろ

チップソー

　騒音防止規制について 
騒音に関しては，法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 
ご近所に迷惑をかけないよう，規制値以下でご使用になることが必要です。 
状況に応じ，しゃ音壁を設けて作業してください。  

被削材
バイス

作業台

チップソー



－１３－

ご使用前に次のことを確認してください。１～７項については，さし込み
プラグを電源にさし込む前に確認してください。

警 告

ご使用前に

１．使用電源を確かめる………
必ず銘板に表示してある電源でご使用ください。表示を超える電圧で使用す

るとモーターの回転数が異常に高速になり，機体が破壊する恐れがあります。
また，直流電源で使用しないでください。製品の損傷を生じるだけでなく，事
故の原因になります。

２．スイッチが切れていることを確かめる………
スイッチが入っているのを知らずにさし込みプラグを電源にさし込むと不意

に起動し思わぬ事故のもとになります。
スイッチの引金を引き，離したとき引金が戻ることを必ず確認してください。

３．チップソーの締付けを確かめる………
チップソーが十分締付けられていることを確かめてください。
詳しくは１８ページの「チップソーの取付け・取りはずし」の項をご参照くだ

さい。

４．レバーの締付けを確かめる………

切込み調整用レバー（図６参照）がゆるんでいると，けがの原因になりま
す。十分締まっていることを確認してください。

警 告

５．サイドハンドルを取付ける………
（１）ギヤカバーの取付座にサイドハンドルのネジ部をねじ込み，取付けてくだ
さい。（図５）

ギヤカバー

取付座

サイドハンドル

図　５



６．保護カバーの動きを確かめる………

保護カバー（図１－１参照）は，身体がチップソーに触れるのを防ぐものです。
必ずチップソーをおおうように円滑に動くことを確認してください。万一保

護カバーが円滑に動かない場合は，決してそのままお使いにならないでください。
この場合は，お買い求めの販売店，または日立工機電動工具センターに修理

をご用命ください。

７．切る前の調整………

保護カバーは，絶対に固定しないでください。
また，円滑に動くことを確認してください。
チップソーが露出したままですと，けがの原因になります。

警 告

－１４－

ベース
レバー

ベース

ガイド

（１） 切込み深さの調整（図６）

レバーをゆるめてベースを動かすと，切込
み深さの調整ができます。

切込み調整用レバーがゆるんでいると，
けがの原因になります。
調整後，十分に締付けてください。

警 告
ゆるむ

しまる

（２） ガイドの取付け，調整（図７）
チョウボルトをゆるめて，付属のガイドを

ベースの穴へさし込みます。ガイドを左右に
動かし，切断位置の調整をします。
調整後は，チョウボルトを十分に締付けて
ください。

チョウボルト

図　７

８．電源コンセントの点検………
さし込みプラグをさし込んだとき，ガタガタだったり，すぐ抜けるようでし

たら修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談ください。
そのままお使いになりますと過熱して事故の原因になります。

図　６

９．ブレーキがかかることを確かめる………

本機はスイッチを切ると同時にブレーキがかかる構造になっています。
ご使用前に，ブレーキがかかることを確認してください。万一正常に作動し

ない場合は，お買い求めの販売店，または日立工機電動工具センターに修理を
ご用命ください。

ブレーキが働くときの反発力に注意してください。
機体を落としたりし，けがの原因になります。

注 意



－１５－

各種切断材に対するチップソーの選び方
本体の性能を十分に発揮させ，能率良く作業するためには，切断材に適した

チップソーを使うことが大切です。
切断材の種類，板厚に適したチップソーを下記表を参考にして使用してくだ

さい。

各種切断材に対するチップソーの選び方 ◎最適
○適

チップソーの
種類

切断材料 板厚（㎜）

軟鋼材用
チップソー
低音チップソー

薄肉軟鋼材用
チップソー
低音チップソー

外径１８５㎜
歯数３８枚

外径１８５㎜
歯数４８枚

外径１８５㎜
歯数６０枚

外径１８０㎜
歯数４８枚

アルミサッシ用
チップソー

軟　鋼　材
ステンレス材
サーメット
チップソー

○ ◎ －－ ◎

◎ －－ ◎○

◎ －－ ◎◎

◎ －－ ◎◎

◎ －－ ◎○

－－ －－ ◎◎

－－ －－ ◎○

◎ －－ ◎◎

○ －－ ○○

◎ －－ ◎○

○ －－ ○◎

－－ ◎ －－－－

－－ －－ ○－－

－－ －－ ○－－

１．６～３．２

１．６～２．３

３．２

０．５～０．８

３

４～６

４～６

１．２～２．３

３．２～３．５

１．２～２．８

３．２～３．５

２

２

リップ溝形鋼
Ｔ

軽溝形鋼
Ｔ

鋼製下地材

Ｔ

アングル

Ｔ

鋼板
Ｔ

四角パイプ

Ｔ

丸パイプ
構造用
配管・圧力管用

Ｔ

アルミサッシ

ステンレス
板材 Ｔ
ステンレス
丸パイプ Ｔ



－１６－

使用中チップソーが止まったり，異音を発したときなどには直ちにスイッ
チを切ってください。
切削油などを付けて切断しないでください。
切削油，研削液およびワックスなどの種類によっては，切断時の火花で発
火する場合があります。
切断するときは，必ず保護メガネをご使用ください。
切断材料は確実に固定してください。固定が不十分ですと，切断材料が飛
んだり，チップソーが破損する原因になります。
作業が終りましたら，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源から抜
いてください。

警 告

切 り 方

切込み深さを浅くしてご使用になる場合には，刃口が開くため集じん
力が低下します。
壁面の切断のような場合には，ダストカバー内の切りくずの蓄積状態
が変わりますので集じん力が低下します。
切断材料に適したチップソーを使用してください。
切断はまっすぐに押し進め，ひねったり，こじったりしないでくださ
い。
切断はゆっくりと押し進めてください。特に切り始め，切り終りはゆ
っくり進めてください。
チップソーを切断材料に当てたまま，スイッチを入れないでください。
切断途中では，スイッチを切らないでください。切断を途中で止める
場合は，回転させたまま本体をバックさせ，チップソーが切断材料か
ら離れたあとスイッチを切ってください。
切断材料の重ね切りはしないでください。

注

回転するチップソーでコードを切断しないよう注意してください。
切りくずは，満杯になる前に早めに捨ててください。
ダストカバー内に切りくずが満杯のままで使用しますと集じん力の低下，
ダストカバー（Ｂ）が高温となり，ダストカバー（Ｃ）の変形，溶けの原因
になります。
騒音からの保護のため，耳栓を着用してください。

注 意



－１７－

図　８

図　９

ケガキ線
ベース

溝

矢印

被削材

ケガキ線

ベース側部
の溝

１．被削材の上に本体（ベース）をのせ，ケガキ
線とチップソーの位置をベース先端の溝で合
わせます。
ギヤカバーの矢印と溝の中心は合っていま

すので，位置合わせにご利用ください。（図８）

２．チップソーが被削材に触れない状態でスイ
ッチを入れます。全速回転になったら，その
まま本機をゆっくり前方に進め，切り終るま
でこの状態を保つようにしてください。
ひき肌をきれいにするには一定の速さでま

っすぐに進めてください。

３．ベース側部の溝は最大切込み時でのチップ
ソーの刃先位置を示します。被削材を途中ま
で切断するときなどに便利です。（図９）

４．スイッチは引金を引くと入り，ストッパ
（図１０）を押すと指を離してもスイッチは入
ったままになっており，連続運転に便利です。
切るときは再び引金を引きますとストッパ

は，はずれます。
図　１０

ストッパ

スイッチ引金



－１８－

チップソーの取付け・取りはずし

万一の事故を防止するため，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源
から抜いておいてください。
付属のスパナ，ボックススパナ以外の工具を使ってワ付ボルトの着脱をす
ると，締め過ぎや締め付け不足になり，けがの原因になります。

警 告

図　１１

ダストカバー（Ａ）

図　１２

ボックススパナで
ワ付ボルトを回す

Ａ

１．取りはずし方………
（１）チョウボルト（２本）をゆるめ，ダストカ
バー（Ａ）と（Ｂ）をはずします。（図１１）

（２）切込み深さを最小にし，安定した床の上
にチップソーカッタを置きます。（図１２）

（３）ロックレバーを押し込みながら，付属の
ボックススパナでワ付ボルトを静かに回し
ます。

（４）スピンドルが固定されたらボックススパ
ナを反時計方向に回し，ワ付ボルトとワッ
シャ（Ｂ）をはずします。

（５）チップソーをＡ方向へ取り出します。

ダストカバー（Ｂ）
チョウボルト チョウボルト

ワ付ボルト

ロックレバー
を押し込む

ゆるむ

しまる



－１９－

デスタンスピース〔幅４㎜〕を入れ忘れないでください。
さし込みプラグを電源にさし込む前に，ロックレバーが元に戻ってお
り，チップソーが円滑に回転することを確かめてください。

注

切断作業後は，チップソーやダストカバー（Ａ）と（Ｂ）が熱くなっている
ことがありますので，注意してください。

注 意

２．取 付 け 方………

（１）取りはずし方の逆の手順で行なってくだ
さい。

（２）スピンドルや，ワッシャに付いている切
りくずをよくふき取ってください。

（３）穴径２０㎜のチップソーを取付けるとき
は，ワッシャ（Ａ）の凹部の浅い方をチップ
ソー側にします。
穴径１９㎜のチップソーを取付けるとき

は，ワッシャ（Ａ）の凹部の深い方をチップ
ソー側にします。
なお，いずれの場合もワッシャ（Ｂ）は凹

部をチップソー側にします。（図１３）
（４）チップソーの矢印がギヤカバーの矢印方
向と一致するようにします。（図１４）

（５）ワ付ボルトは十分に締めつけてください。

図　１３

図　１４

ギヤカバーの矢印とチップ
ソーの矢印方向を合わせる

スピンドル

ワ付ボルト

ワッシャ（Ａ）

デスタンス
ピース

チップソー
（スパナカケ有り）

ワッシャ（Ｂ） ４

外
径
２０
㎜

外
径
１９
㎜



－２０－

切りくずの捨て方

万一の事故を防止するため，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源
から抜いておいてください。

警 告

金属の切りくずは高温になるため，ダストカバー（Ａ）と（Ｂ）も高温にな
る場合があります。切りくずやダストカバー（Ａ）と（Ｂ）には直接手など
触れないでください。
ダストカバー（Ａ）と（Ｂ）は変形させないようていねいに取扱ってくださ
い。
変形すると，内部にたまった切りくずが漏れやすくなります。

注 意

図　１５

ダストカバー（Ｂ） ダストカバー（Ａ）と（Ｂ）内に切りくずがた
まりすぎますと，集じん力が弱まります。満
杯になる前に切りくずを早めに捨ててくださ
い。
（１）チョウボルトを左に回してゆるめ，取り
はずします。（図１５）

（２）取っ手部を持ってダストカバー（Ｂ）をは
ずし，内部の切りくずを捨てます。（図１６）

（３）ダストカバー（Ａ）と（Ｂ）に付着している
切りくずをきれいにふきとった後，ダスト
カバー（Ｂ）を取付け，チョウボルトで固定
します。

ダストカバー（Ａ）
集じん量確認窓

チョウボルト

１．切りくずの捨て方………

図　１６

ダストカバー（Ａ）

ダストカバー（Ｂ）

取っ手部



－２１－

保守・点検

点検・手入れの際は，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源から抜
いておいてください。

警 告

１．チップソーの点検………

チップソーの切れ味が悪くなったのをそのままご使用になっておりますとモ
ーターに無理をかけることになり，また能率も落ちますから早めに新品と交換
してください。

２．カーボンブラシの点検………
モーター部には，消耗品であるカー

ボンブラシを使用しております。
カーボンブラシの摩耗が大きくなり

ますと，モーターの故障の原因となり
ますので，長さが摩耗限度（６㎜）ぐ
らいになりましたら新品と交換してく
ださい。
また，カーボンブラシはゴミなどを

取り除いてきれいにし，ブラシホルダ
内で自由にすべるようにしておいてく
ださい。

図　１７

交 換 方 法

３．各部取付けネジの点検………
各部取付けネジでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してくだ

さい。もしゆるんでいるところがありましたら締めなおしてください。
ゆるんだままお使いになりますと，けがなど事故の原因になります。

新品と交換の際は，必ず図示の番号（４３）の日立カーボンブラシを使
用してください。指定外のカーボンブラシを使用するとブレーキがか
からないことがあります。

注

摩耗限度

カーボンブラシの番号

番号４３はコード№の下

２桁を示しております。

４３

６

１７㎜

㎜

カーボンブラシは，マイナスドライバーなどでブラシキャップ
（図１－２参照）をはずしますと取り出せます。

極端に切れ味の悪くなったチップソーを無理して使うと，切断時の反力が
大きくなり，けがの原因になります。
そのままお使いにならないでください。

警 告



－２２－

６．製品や付属品の保管………
使用しない製品や付属品の保管場所として，下記のような場所は避け，安全

で乾燥した場所に保管してください。
○お子様の手が届いたり，簡単に持ち出せる場所
○軒先など雨がかかったり，湿気のある場所
○温度が急変する場所
○直射日光の当たる場所
○引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所

このような場所
には保管しない。

ご修理のときは

※（外観などの一部を変更している場合があります。）

４．保護カバーの動作点検と保守………
保護カバー（図１ー１参照）は，いつも円滑に動作するようにしておいてく

ださい。なお，不具合のときは速やかに修理するようにしてください。

５．表面のよごれ清掃………
本機の外枠は強じんな合成樹脂製ですが，ガソリン，シンナー，石油，灯油

類を付着させると表面をいためます。
清掃の場合は，かわいた布か石けん水をつけた布などでふいてください。

この機体は，厳密な精度で製造されています。もし正常に作動しなくなった
場合は，決してご自分で修理をなさらないでお買い求めの販売店または日立工
機電動工具センターにご依頼ください。
ご不明のときは，裏表紙の営業拠点にご相談ください。
その他，部品ご入用の場合や取扱い上でお困りの点がありましたら，ご遠慮

なくお問い合わせください。



５０７
部品コード　Ｃ９９０５３１０５ Ｎ

お買い上げ日　　年　　月　　日 販売店

製造番号（Ｎｏ．） 電話番号

お客様メモ
お買い上げの際、販売店名・製品に表示されている製造番号（Ｎｏ．）などを下欄に
メモしておかれますと、修理を依頼されるとき便利です。

日立工機電動工具センターにご用命のときは、下記の営業拠点にお問い合わせ
ください。

営 業 本 部 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
（０３）５７８３-０６２６（代）

北海道支店 〒０６０-０００３ 札幌市中央区北三条西四丁目（日生ビル）
（０１１）２７１-４７５１（代）

東 北 支 店 〒９８４-０００２ 仙台市若林区卸町東三丁目３番３６号
（０２２）２８８-８６７６（代）

東 京 支 店 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
（０３）５７８３-０６２９（代）

中 部 支 店 〒４６０-０００８ 名古屋市中区栄三丁目７番１３号（コスモ栄ビル）
（０５２）２６２-３８１１（代）

北 陸 支 店 〒９２０-００５８ 金沢市示野中町一丁目１６３番
（０７６）２６３-４３１１（代）

関 西 支 店 〒５３０-０００１ 大阪市北区梅田二丁目６番２０号（スノークリスタル）
（０６）４７９６-８４５１（代）

中 国 支 店 〒７３０-００１１ 広島市中区基町１１番１３号（第一生命ビル）
（０８２）２２８-０５３７（代）

四 国 支 店 〒７６１-０１１３ 高松市屋島西町字百石１９８１
（０８７）８４１-６１９１（代）

九 州 支 店 〒８１３-００６２ 福岡市東区松島四丁目８番５号
（０９２）６２１-５７７２（代）

全 国 営 業 拠 点

電動工具ご相談窓口 お買物相談などお気軽にお電話ください。

お客様相談センター 0120- 20 8822（無料）
※携帯電話からはご利用になれません。（土・日・祝日を除く　午前９：００～午後５：００）

電動工具ホームページ　　http://www.hitachi-koki.co.jp/powertools/

フリーダイヤル


